第６学年３組道徳学習指導案
平成２３年１１月３０日（水曜）第５時限

指導者　○　○　○　○　
１　主題名　江戸しぐさ　　２―（１）礼儀
２　資料名　江戸しぐさ　（　出典　東京書籍「明日をめざして」　）
３　主題設定の理由

（１）　ねらいとする価値について

礼儀は、毎日の生活の中で、みんなが気持ちよくさわやかに暮らすために、欠くことのできないものである。江戸時代からお互いを尊重し、人間関係を円滑にしていくためにいろいろな礼儀作法が伝わっている。一つ一つの礼儀作法には、相手のことを考えて接していこうとする意味合いが必ずある。形とともにそうした意味も理解して、真心を込めた礼儀正しい接し方ができるとよい。そこで、礼儀正しさについて考え、お互いを尊重して過ごしていくことの大切さを理解させたい。
（2） 児童の実態について

児童は全体として明るく素直で、元気のよいクラスである。最高学年となり、児童会活動やクラブ活動、清掃活動や登下校など、組織やグループの中心となって活動することが増え、周りのことを考え、きちんとした行いをしようとする心構えもできつつある。しかし、日々の生活の中では、つい自己中心的になり、相手を思いやる気持ちがもてず、周りの人を不愉快にする行動をとってしまう傾向も見られる。そこで、この授業を通して、こうした児童に心と体が一体となった礼儀の大切さに気付かせ、お互いを尊重して過ごす態度を育てたい。
（3） 資料について

本資料は、傘かしげ、肩ひき、こぶし浮かせといった江戸しぐさの意味から、礼儀とはなにかを考えることができる資料である。振り返って、今に生きる現代しぐさとはなにかを子どもが考え出す資料としても構成されている。そこで、この資料を通して、礼儀とは、「相手を思いやる行動である」ことに気付かせ、学んだことを生活に生かしていこうとする態度を育てたい。
４　本時のねらい

心のこもった礼儀を大切にして、時と場に応じて相手を思いやる生活をしようとする心情を養う。
５　準備
（教）資料、ワークシート、場面絵、短冊
６　本時の展開
	
	学　習　活　動
	主な発問と予想される子どもの反応
	指導上の留意点

	導入　５分
	１　４コマ漫画を見ながら話し合う。


	△　どんな順序に並べかえたらよいと思いますか。
・　ア→エ→イ→ウ
　・　エ→イ→ア→ウ
	・　４コマ漫画を拡大して黒板に張り、みんなで順番を考えさせる。

	展開
	
	△　絵を見てどんなことを感じましたか。

　・　傘があたるくらいでけんかしなくてもよいのに。

　・　混雑しているのだから、お互い気をつけないといけない。
	・　生活上よくあることが、実はちょっとした心遣いでお互い嫌な気持ちがなくなることに気付かせる。

	
	２　江戸しぐさを読んで話し
合う。
	
	

	 
	(1)　「江戸しぐさ」について感想を発表する。

	△　「江戸しぐさ」についてどう思いましたか。
・　相手のことを考えて動作をしているのがすごい。
・　初めて知った。
・　傘がぶつかったくらいでけんかする現在とは違う。
・　みんなが気持ちよく暮らそうとしている。
	・　感想を話し合いながら、江戸しぐさの意味を見いださせる。
・　意見が出にくいときは、実際に傘かしげ、肩ひきなどの動作をさせ、した場合と、そうでない場合の違いを比べさせる。

	
	(2)　江戸の町に住む人たちがなぜ「江戸しぐさ」を大切にしたのかを考え、話し合う。
	▲　江戸の町に住む人たちは、どのような気持ちから「江戸しぐさ」を大切にしたのでしょう。

・　お互い気持ちよく暮らしたいという思い。

・　トラブルにならないようにしたいという思い。

・　相手に嫌な気持ちをさせないようにするため。


	・　感想をさらに深め、江戸しぐさの意義、礼儀正しくすることの意味やよさまで考えさせる。



	
	３　自分の生活を振り返り、現在のしぐさについて発表しあう。
	△　自分の生活を振り返り、今自分にできるしぐさはどんなものがあるか考えてみましょう。　

・　廊下は右側を歩く。
・　人にぶつかったら、きちんとあやまる。

・　電車に乗るときは、降りる人が先に降りてから乗る。
	· 学校だけでなく、家庭・

公共の場にも目を向けて考えさせる。


	終末　５分
	４　教師の話を聞く。
	· 先生の話を聞きましょう。
	· 教師が日ごろ感じている

６年３組のよいしぐさを伝える。
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